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日本共産党鴻巣市議会議員

諏訪 三津枝
ＷＥＢで すわみつえ

ホームページで、すわみつえ
の政策とお約束をご紹介します。

毎週朝 駅頭においてホットなニュース「すわみつえ通信」をお届けします。
（月）吹上駅南口 （火）北鴻巣駅東口 （水）北鴻巣駅西口 （木）吹上駅北口 （金）鴻巣駅西口

凍
晴
や
遠
富
士
よ
り
も
凧
高
く

い
て
ば
れ

と

お

ふ

じ

瑠
璃
子

俳
句
コ
ー
ナ
ー

国
会
で
取
り
上
げ
、
県
議
会
、
市
議
会
で

取
り
上
げ
、
報
せ
て
世
論
を
作
り
政
治
を

前
に
進
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

「
桜
を
見
る
会
」「
日
本
学
術
会
議
の
会
員

任
命
拒
否
問
題
」「
内
閣
官
房
機
密
費
」
な

ど
の
ス
ク
ー
プ
と
タ
ブ
ー
の
な
い
報
道
で

真
実
が
確
か
め
ら
れ
政
治
を
変
え
る
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

２
月
１
日
で「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
は
創
刊
93

周
年
と
な
り
ま
し
た
。
私
が
「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
と
出
会
っ
た
の
は
20
歳
の
頃
、
職
場
の
先

輩
か
ら
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

「
政
権
を
変
え
て
ほ
し
い
」「
頑
張
っ
て
い

る
」「
散
歩
す
る
時
間
と
れ
な
く
な
る
か
ら
、

国
会
中
継
を
録
画
し
て
い
る
」な
ど
、
皆
さ
ん

か
ら
日
本
共
産
党
へ
の
期
待

の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
答
え
い
た
だ
け
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
「
あ
な
た
の
声
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
」
を
行
っ
て
い
ま
す
！

創
刊
93

周
年
を
迎
え
た

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を

是
非
お
読
み
く
だ
さ
い
！

赤
旗
と
の
出
会
い
は

知
る
こ
と
の
大
切
さ

当
時
の
記
憶
で
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、「
ロ
ラ

ン
Ｃ
基
地
」の
記
事
で
す
。「
ロ
ラ
ン
Ｃ
」
は
米

軍
の
原
子
力
潜
水
艦
へ
の
通
信
を
任
務
と
す

る
基
地
で
、
核
攻
撃
の
指
令
も
そ
こ
を
通
じ

て
出
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
、
相
手
側
か
ら

の
核
攻
撃
の
第
一
目
標
に
さ
れ
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
知
り
、
米
ソ
冷
戦
に
大
変
恐
怖
を
覚

え
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
不
破
哲
三
書
記
局
長（
当

時
）
が
衆
院
予
算
委
員
会
で
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ
、
地
元
の
反
対
世
論
と
運
動
が
大
き

く
な
る
中
、
千
葉
県
・
柏
市
長
も
ロ
ラ
ン
Ｃ
建

設
中
止
を
防
衛
施
設
庁
に
申
し
入
れ
る
な

ど
姿
勢
を
変
え
、１
９
７
９
年
２
月
に
は
米
軍

が
建
設
計
画
を
撤
回
し
、
同
年
８
月
に
基
地

が
全
面
返
還
さ
れ
た
こ
と
は
、後
の
２
０
０
３

年
３
月
２
日（
日
）の
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
で
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

政
治
を
進
め
る
役
割

政
党
助
成
金
を
受
け
取
ら

ず
赤
旗
を
収
入
源
と
し
て

１
月
18
日
に
８
つ
の
政
党
か
ら
交
付
申

請
が
さ
れ
た
政
党
助
成
金
は
、総
額
３
１
７

億
７
３
０
０
万
円
で
す
。
日
本
共
産
党
は
憲

法
違
反
の
政
党
助
成
金
は
い
っ
さ
い
受
け

取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
刊
紙
、
日
曜
版
、
電

子
版
を
あ
わ
せ
て
約
１
０
０
万
人
の
方
々

に
読
ま
れ
て
い
る
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
は
日

本
共
産
党
の
収
入
源
で
も
あ
り
ま
す
。 安倍政権の「桜を見る会」私物化を

報じる「しんぶん赤旗」日曜版

【日本共産党は政党助成金なぜ受け取らない？】
＝国民本位の政治貫くため＝

①日本共産党は国民本位の政治を貫くためには、国民との結び

つきを通じて自主的に活動資金をつくるべきだと考えています。

このため日本共産党は、政党助成金や企業・団体献金をいっさ

い受け取らず、党費や「しんぶん赤旗」購読料（収入全体のうち

８６％）、個人からの寄付など、党員と支持者、国民から寄せられ

る「浄財」だけで活動資金をまかなっています。

②政党助成金は、毎年約３２０億円の税金を各政党で山分けする

仕組みです。国民は支持していない政党にも強制的に寄付を

させられることになり、「思想の自由」を踏みにじる憲法違反の

制度だと日本共産党は考えています。
QRコード



山口県美弥市美東町赤の秋吉台サファリ

ランドで、アミメキリンの〝出勤風景″を

見られるイベントが開かれている。２月末までの土、日曜と

祝日、キリンの家族６頭が寝部屋から展示場所まで歩いて移

動する姿を見ることができる。

「それ行け、キリン」と題した冬季限定のイベント。通常

は開園前に屋外に出し、展示場所となる放養場所まで移動し

ているが、寒さが苦手なキリンの体調に配慮し、冬場は〝重

役出勤″を許可。気温が上がる時間に合わせて移動する。

来園者は約２００メートル先の寝部屋前から迫り来る

キリン６頭（体調約２・８メートル～５メートル）を正面から観察できる。道中にはスギやマツの葉があり、

〝道草を食う″キリンも。展示場所へ到着後は、仲むつまじく餌を食べる様子も見られる。サファリランドは

「徐々に近づいてくるキリンは迫力がある。今しか見られない風景を楽しんで」と話している。

【山口新聞 １月２０日付】 ＜新型コロナ感染防止のため当分の間、紙面でお楽しみください。＞

キリンの“出勤”見ませんか！
秋吉台サファリでイベント

気温が上がる時間に合わせて放養場所まで移動する
アミメキリンの家族＝１月１９日、美祢市美東町赤


